
 

 
 

 

山科駅～毘沙門堂～疎水～御陵駅  ０７．１１．２４ 

山科駅から北へ、坂道を１km ほど上ると山に入り、ここからはお寺の境内になる。護法山

出雲寺という天台宗に属する門跡寺院（天皇家ゆかりの寺）である。毘沙門堂があるところか

ら、一般には「毘沙門堂」と呼ばれている。 

 寺に近づくと俄然もみじが目立ちはじめ、いよいよ紅葉の名所としての毘沙門堂に入るんだ

という気持にさせられる。 



 

 
 
 

 

境内に入ると、目を見張る光景にしばし我を忘れる。朝日を浴びた紅葉を仰ぎ

見ると、日光を透した透明感のある赤が、冷たい空気と共に体内に入ってくるよう

な感じがする。紅葉は下から見るものだということを改めて実感した。 

一段高いところにある毘沙門堂の門前へは、ここから長い石段を上らねばなら

ないが、斜面一面に広がる紅葉を見ながら上るのもいいものだ。 



 
 
 
 

 

庭園の紅葉もすばらしい。赤、臙脂、朱、黄、緑、さま

ざまな色が織り成す景色は、まさに綾錦である。 

池に映る観音堂と紅葉。 

庭園の紅葉もすばらしい。赤、臙脂、朱、黄、緑、さま

ざまな色が織り成す景色は、まさに綾錦である。 



 
 
 
 
 

 

門跡寺院だから「勅使門」がある。そこへ上る坂道に差し掛かると、緩

い石段の両側は全て楓、紅葉のトンネルである。上を見ると、坂の上はカ

メラの放列、みんなこちらを向いている。 

僕もその仲間に入ろうと上に上ってみたが、なるほどカメラを構える気

持が解る。すばらしい風景だ。 



 
 
 
 
 

 

寺を出て坂を下り、疎水のほとりを歩いた。桜のころには何度か来たこと

はあるが、この季節に歩くのは初めてだ。桜もいいが、紅葉に彩られた疎水

もなかなかのものだ。右に写っているのは山桜の紅葉である。 

疎水に沿った遊歩道にはところどころに見晴らし台がある。山科の町を見

下ろすと、東海道線に珍しく貨物列車が走っていた。 


